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5月319ふれあい広場

天
気
が
亥
過
ぎ
で
．
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
不
０
さ
ぞ

し
な
が
、
一
回
戦
の
み
で
ス
一了
、
と
す
る
募
″さ
対
策
が

と
ら
れ
ま
し
な
。
メ
ン
バ
ー
泉
ぁ
追
綱
イ
エ
●ヾ
総
数
多

あ
り
、
や
，
と
閉
会
式
。
長
崎
さ
ん
よ
ナ
贅
棒
惚
、
あ

本
含
俗
会
接
よ
り
．
筆
し̈
く
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
」．

嬌
口
語盤
紛
の
奪
塚
さ
ん
か
ら
優
跡
杯
の
近
還

棒
林

の
験
．
ゲ
ー
ム
の
は
オ
や
マ

ー
ク
の
（置
を
芳
）に
つ
い
マ
の

書
登̈
ヽ
。
こ
の
ム
”
と
で
夕
ヽ
．、ケ
ー

ム

に
入

，
た
Ｒ
め

、
ハ

０
ウ

ネ
ー
ル
イ
ン
フ
ン
」
を
建
戌
．
６
る

参
加
し
よ
′―．
さ
い
‘
ど
０
女
う
０
え

筑
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
一見
せ
て
く

ね
で
し
た
。

総^
）
．
マ
イ
ク
を
使
，
マ
，
玄
糸

な
３
′
」
「
一塊
の
４
る
」
な
ど
の
を″

う
翼
＆
て
い
ま
し
た
。
も
う
少
し
の

薄
で
数
で
ざ
で
行
っ
な
り
来
，よ
り
ヽ

通
り
表
け
な
り
ぞ

雛
し
い
‥
・
．

０
上
箭
台
力
会
霰
や
”
歳
の
大
林

島
春
さ
ん
０
．
ホ
ー
ブレ
イ
ン
フ
ン
・

．却
ッ
′
ボ
ー
ズ
０
ワ
″ヽり
れ
ず
し
た
。

小
さ
い
子
Ｌ
と
，
マ
は
．
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
猥
る
の
０
木
変
そ

λヽ
マ
．
妥
を
素
が
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
鷲
進
し
マ
行
き
ま
し
な
。

一酌
螢
オ
“
と
，
マ
は
．
打
，
女
後
．
壬
を
並
っ
て
小
た
り
０

る
と
こ
ろ
が
●
“
萩

い
Ｑ
マ
に
ヒ
路
わ

れ
す
，
。

後
段
の
プ
レ
ー
が
“
崎
“
姿
Ｊ
．
昼

全
タ
イ
ム
ス
タ
体
懲
く
入
り
ま
し
た
。

教
彰
式
で
い

２
位
～

撥
後
４
マ

立
派
な
一貧
島
や
蟹
采
が
付
け
ら
な
マ
．

１
位
の
発
表
が
終
れ
分
け
，ワ
れ
．
や
，

と
優
″紛
者

（
大
林
知
枝
ざ
ん
）
が
発
表

さ
ネ
ま
し
た
。

今
回
０
３
ｏ
表
會
な
か
最
い
う
新
鮮

脅
栞
の
浸
供ヽ
が
め
り
輩
レ
衣
。
あ
り
本

ど
う
ご
ざ
い
ま
し
な
ぃ

豊
「合
写
真
操
影
は
で
き
護
々
ん
で
し

秋
。
（
身
い
，
ｒｔ
の
で
構
ガ
な
い
…
）

そ
れ
で
０
み
な
さ
ん
“
え
”氣
“
プ

レ
ー
。
大
林
匁
枝
さ
ん
に
読
け
マ
．

歴

バ

優

勝

第

―
口

波

ψ
屁

２

″
　

，　
中
え

３

ゥ　
　
　
菊
．鴻

４

″　
　
　
人
林

５

″
　

　

猶
斗

６

・　
故

な
蒟

７
′′
　

　

工
藤

８

・　
　
　
松
村

９

″　
ま

冨
澤

ｆｏ

・　
　
　
埓
川

”

′，
　

　

崎
．河

ρ

・′
　

　

牧
脅

β

・　
　
　
山
ロ

１４

，
　

　

赤
塚

者姜
縫
さ
ん

姜
絡
さ
ん

敏
え
さ
ん

拒
枝
ず
″

遠
夫
さ
ん

終
瑛
さ
ん

」石
堆
さ
ん

弘

さ
ん

森
‘
ぜ
ん

敏
Ｘ
さ
ん

措
じ
入
さ
ん

佗
男
さ
ん

敏
発
さ
ん

力
い也
さ
ん

齢

□

会

都
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3月 25
義 菫 台 自治

広  報

優勝

2枝

3イ立
・

4位

5イ立

6イ女

7位

8位

大林知枝拗

口上 捕・さん

翻 劇さん

縫永ヨシミさん

鵜 春さん

帯ンロχ―さん

菊)轍えさん

讚 秀子さん

‐~~~~~~~~‐ ~=~‐ ~‐‐
■

今回 の戌鐵

(大ィ水彙,1支さん)
「湯ヽ 0ヽよらぬことつヽここり書しr〔 .
ありo(ιうじをヽまヽしt(。 200,●.ち

9ィ立 場):l君子さん |

プο薇 斗上秀壱さん
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定

例

会

凛譲
「

一
、
５
月
著
窃
薇
を

％
・
あ
い
さ
つ
菫
衛

％

た
冽
会
議

％

清
縁
ｏ
リ
サ
イ
グ
ル
播
働

ゥ　
鬱
杢
武
競
頭
彰
祭

％

防
犯
場
合
鑢
小

％

者
水
）
倅
育
大
小

ら　
基
ａ
貧
災
倉
輝
点
検
罐
裂

ら　
体
育
嬌
会
浴
会

‰

會
寿
揚
盪
疹
晨
員
会

場
〓
看
ポ
嗜
薇
直
僣
一全
育
一満
晨
員
会

‰

麻
生
口
小
運
動
会

‰

広
報
，
い
わ
く
ら
」
２
３
９
サ

％

台
搭
会
喉
研
修
会

‰

麻
生
曰
薇
Ｌ́
者
少
協
浴
合

る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

二
．
６
月
行
蒻
そ
た

％

あ
い
さ
っ
運
窃

ク　
考
水
）
薇
直
礎
な
育
成
翁
参

％
一
白
・荷
琢
周
辺
會
着
泰
瑕
黎
談
会

％

新
贅
交
一會
な
い協
議
会
二
晨
（

％

え
例
参
２教

％

考
掃

ｏ
リ
ブ
イ
グ
ル
発
勃

％
一
新
疱
え
る
連
絡
協
議
ハ
総
会

％

広
蒙
．
い
わ
く
ら
」
２
４
０
そ

ク　
火
為
攀
・夜
千
緬
ふ
員
会

二
、
口
一変
文^
・著

ｏ
公
民
館
だ
よ
■
「
し
み
ず

」

‘
像
素
実
撥
．タ
ラ
シ

●
麻
虫
鬱
心
だ
よ
り

・
盤
知
蒸
声
い
●
到
一繰

威
．
懲
塁
審
輩
黎

ｏ
台
硲
漆
象
鰭
談
会
の
影
釆

・今
鶴
鮮
な摯
り
“筵
瀬
じ・

麻
主
轡
狡
虚
ふ
れ
め
い
次
緊
門
・

と

し
て
実

．菊

。
ρ
Я
Ｚ
曰
含
）

ｆ７
崎
～

・
麻
生
〕
ネ

ｏ
毅
知
戒
声
い
け
訓
」鉢

，
６
月
″
密
含
）
鯰
嗜
∞
ハ
～

‘
麻
生
ｗ
・―，棒
密
確

ｏ
７
．
８
月
の
考
婦
に
つ
い
て

。
南
購
車
場
に
一牙
い
在
め
．

番
公
園
募
““
疫
一誕
す
る
。

Ｏ
、．コ
ミヽ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
ａ
Ｗ

・壼
又
ゴ
ミ
の
イ
應
“
つ
い
て

碁
生
資
源
物
集
曲
口
嵌
益
全

（
公
民
惇
）

五
月

―
・
一
九
．
二
麟
ｏ
瞬

吾

徘

句

会

　

　

６
月
の
一匂

は
た
な
神
天
幕
の
海
分
け
κ
け
り
　
　
で
天

激
ビ
い
薔
嗚
ど
雀
蒙
．が
生
を
分
け
て
え
，
た
崎
．
凝
に
写
り
毒
を
０
分
け
な
よ

う
だ
ヒ
見
立
マ
女
ど
こ
ろ
“
者
と
吻
考
が
め
る
．
オ
亀
て
吹
磁
「
十
戒
し
を
思

わ
せ
る
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
島
ス
〓キ
と
関
係
な
く
“
な
い
ｆ
紳
・ヒ
つ
い
な
な
語
が

・ず
一暑
な
薇
劇
を
粟
臓
し
な
ス
ケ
ー
ル
の
人
き
な
り
。

に
な
な
神

　

票
の
季
語
　
　
　
　
　
　
　
　
筐
そ
入
会
募
纂
呻

。Ｘ
・
鴛
“９
徘
句
大
会
繰
・分
句

λ
番
一
水
檬
２ｃ
せ
者
の
畿″
を
き
き
な
ま
へ
　
　
　
上
杉
蒋
水

サ
ー
ク
ル
・愛
イ
会
バ
疲
者
鷺
談
会

（
（‰
『）

が
く
鐸
殺
員
．
サ
ー
フ
ル
・愛
‘
公
代
表
者
．
計
ｒＯ
名
の

忠
蔵
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
（
員
裳
の
釘
工
０
あ
り
、

全
体
幻
に
、薇
少
気
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
い
り
ず
し
な
。
そ
勤

場
所
“

公
民
一奮
Ｊ
鯉
の
家
、
ふ
ね
あ
い
広
場
で
し
た
。

現
在
淮
勧
体
上
）
だ
，
た
，

新
ｔ
く
希
窃
嗜
．夕
，
女
９
…

■
公
民
篠̈

２
ｆ

あいさつ運動 (%)
午前ワリな.中

"↓

会晨鎌《鬱路諮

'及

とい 5カ・ソ像|+φゼ〔t
r'駆
あいさつの3」の鍼を立てて

'隼

燃完了マ
・
した。り緋 嘴後っ

r召撃剰賜:鬱惨&と彙冤6ラむック晨0`ゼ0た多て=あいさつと戸かtす .そして

夫雄 縫々イおられすL脅。(リタクの中̀
{`発
くラフ売(が発ヱセ)

‐‐‐‐‐‐―・ ‐く 白治会役員の募集について 〉
‐‐‐―‐‐‐‐‐‐‐。1

自治会では役員を引き受ける方が見あたらず困っています。 自
|

治会役員は苦労が多い割に見返 りは少ないというイメージが強 :

いからと思います。確かに私も自治会役員を希望 して引き受け
|

たのではありません。断る理由がなかったので引き受けました。:
しか し、自治会の役員をやって感 じたことは、普段なら絶対に知 :

り合いになるはずのない方 と知 り合いになれます し、教えても
:

らうこともあります。大げさに言えば人生の幅が広がるかも知 :
れません。忙 しくて趣味ができなくなると思われる方もおられ :

ると思いますが、私は登山、テニス、卓球、麻雀などを楽しんで
:

お りますが支障はありません。 どうか皆様方の時間の一部を自 :

治会のため提供いただけないで しようか。協力 しても良いと思 :

われる方は班長さん、ブロック長さん、自治会役員等にお知らせ
|

いただきますようよろしくお願いします。(會ウ0み長 島木イ禾孝):
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一

入
居
し
ま
し
ｔ
．

重

ユ
嗽

（
　
嘉班一）

よ
ろ
Ｌ
く
お
繰
い
し
弯
‘
．

瀬:車 場 颯容台数
」レ 彎瞥  ′
フЧ ■υ  ′ 26 14

2 8

5働 第 1

ヘ
∠ 24 3

0

い わ く ら

安き

0

0

3 ′0


